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TPP反対の態度表明を
県知事に要請

■
７
月
17
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
に
、「
都

内
の
万
引
き
、
高
齢
者
が
少
年

を
上
回
る
」
と
い
う
記
事
が
載

っ
た
。
■
そ
こ
に
は
、
都
内
で

の
昨
年
の
万
引
き
で
検
挙
・
補

導
さ
れ
た
人
の
内
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
割
合
が
20
歳
未
満

の
少
年
の
割
合
を
初
め
て
上
回

る
。
盗
ん
だ
も
の
の
70
％
が
食

料
品
で
、
動
機
は
「
生
活
に
困

っ
て
い
た
」
と
書
か
れ
て
あ
っ

た
。
■
65
歳
以
上
と
い
え
ば
、

戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
生
ま

れ
、
命
が
け
で
混
乱
期
を
生
き

抜
き
、
戦
後
の
高
度
成
長
期
を

支
え
、
ま
さ
に
今
日
の
日
本
を

築
い
て
き
た
年
代
で
あ
る
。
■

努
力
も
し
、
分
別
も
あ
り
、
恥

を
知
っ
て
い
る
人
た
ち
が
、
な

ぜ
万
引
き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
？
こ
こ
に
日
本
の
根

本
矛
盾
が
象
徴
的
に
示
さ
れ
て

い
る
。
■
憲
法
13
条
「
す
べ
て

国
民
は
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ

る
」、
そ
し
て
憲
法
25
条
「
す

べ
て
国
民
は
、
健
康
的
で
文
化

的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む

権
利
を
有
す
る
」
と
い
う
、
憲

法
が
保
障
す
る
基
本
的
人
権
の

根
幹
が
、
主
権
者
で
あ
る
国
民

に
全
く
保
障
さ
れ
て
い
な
い
。

■
貧
困
な
国
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

も
仕
方
が
な
い
。
し
か
し
、
日

本
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
世
界
第
３
位
の
経

済
大
国
で
あ
る
。
そ
の
富
は
ど

こ
に
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
■

国
は
、「
国
民
の
暮
ら
し
を
守

る
」
と
い
う
最
大
の
責
務
を
放

棄
し
、
国
民
主
権
と
人
権
の
尊

重
を
踏
み
に
じ
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
奥
村
）

「政労使合意」にほど遠い内容

暮
ら
せ
る
最
賃
め
ざ
そ
う

安
倍

首
相 

表
明
控
え
抗
議
集
会

県最賃（時給）665円に
　  10月24日から施行

消
費
税
増
税
ス
ト
ッ
プ
を

県労連の座り込み行動（青森駅前公園）

　

消
費
税
増
税
は
現
行
５
㌫
を

来
年
４
月
か
ら
８
㌫
に
、
更
に

そ
の
翌
年
10
月
か
ら
10
㌫
に
す

る
計
画
。
国
民
の
大
多
数
が
増

税
中
止
を
求
め
る
中
、
安
倍
内

閣
は
予
定
通
り
に
実
施
し
よ
う

と
い
う
暴
走
ぶ
り
で
す
。

　

集
会
で
主
催
者
代
表
挨
拶
を

　

中
央
最
賃
審
議
会
の
全
国
平

均
引
上
げ
目
安
額
は
平
均
14

円
。
こ
れ
自
体
が
問
題
。
物
価

上
昇
も
あ
り
、
実
質
低
下
と
地

域
間
格
差
拡
大
の
内
容
。
実
際

に
Ｄ
ラ
ン
ク
県
の
青
森
の
目
安

は
全
国
最
低
額
で
し
た
。
最
賃

方
式
が
地
域
別
で
、
全
国
一
律

で
な
い
こ
と
も
問
題
で
す
。

　

県
労
連
は
第
１
回
県
審
議
会

に
続
き
、
最
賃
答
申
日
の
８
月

26
日
の
審
議
会
も
傍
聴
。
９
月

３
日
に
異
議
申
し
出
を
行
い
ま

し
た
が
却
下
さ
れ
、
答
申
通
り

に
決
ま
り
ま
し
た
。
東
京
は
869

円
。
東
京
と
の
差
は
昨
年
よ
り

拡
大
。
３
年
前
の
政
労
使
合
意

「
早
期
に
800
円
、
２
０
２
０
年

ま
で
に
千
円
」
に
ほ
ど
遠
く
、

貧
困
、
不
況
脱
却
の
期
待
を
大

き
く
裏
切
り
ま
し
た
。

　

県
労
連
の
「
異
議
申
出
書
」

で
は
、
政
労
使
合
意
実
現
の
た

め
に
は
、
毎
年
43
円
程
度
の
引

上
げ
が
必
要
。
Ａ
か
ら
Ｄ
の
４

ラ
ン
ク
目
安
は
、
格
差
拡
大
の

要
因
。
全
国
一
律
に
せ
よ
。
震

災
被
災
地
が
低
額
の
Ｃ
・
Ｄ
ラ

ン
ク
で
は
復
興
に
逆
行
す
る
。

最
賃
審
議
会
は
、
生
活
保
護
基

準
と
の
乖
離
を
解
消
し
た
と
し

て
い
る
が
、
青
森
市
19
歳
単
身

生
活
保
護
費
（
２
級
地
・
１
）

と
、
法
定
最
高
時
間
の
月
に

173
・
８
時
間
働
い
た
場
合
と
比

較
し
て
も
、
ま
だ
大
き
な
差
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
、
最
低
で
も

時
間
額
43
円
の
引
上
げ
を
要
望

し
ま
し
た
。

し
た
県
労
連
奥
村
議
長
は
、
増

税
実
施
は
国
民
生
活
・
日
本
経

済
・
財
政
再
建
の
三
つ
を
破
壊

す
る
大
愚
策
だ
。
増
税
の
一
方

で
、
大
企
業
だ
け
恩
恵
を
受
け

る
法
人
税
減
税
の
実
施
、
更
な

る
社
会
保
障
改
悪
、
庶
民
の
収

入
減
、
物
価
上
昇
が
続
く
中
、

に
、日
本
政
府
が
何
を
主
張
し

た
の
か
徹
頭
徹
尾
、秘
密
主
義

で
し
た
。国
民
に
約
束
し
た
、肝

心
の
〝
主
要
５
品
目
を
例
外
扱

い
に
〞も
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、

全
く
解
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
中
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対

県
実
行
委
員
会
（
代
表
・
県
労

連
今
副
議
長
）
は
８
月
26
日
、

県
知
事
に
対
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対

の
態
度
表
明
、
交
渉
の
情
報
提

供
、
県
経
済
と
県
民
生
活
に
与

　

今
年
度
の
青
森
県
最
賃
額
が
時
間
給
で
、
昨
年
を
11
円
引
上
げ

の
665
円
に
確
定
。
施
行
は
10
月
24
日
か
ら
。〝
暮
ら
せ
る
最
賃
〞

に
は
、
ほ
ど
遠
い
金
額
で
す
。
県
労
連
は
年
初
か
ら
、
署
名
・
街

頭
宣
伝
・
県
知
事
と
労
働
局
要
請
・
座
り
込
み
行
動
・
審
議
会
傍

聴
と
意
見
陳
述
・
異
議
申
し
出
な
ど
行
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
24
日
、
県
労
連
な
ど
４
団
体
共
催
で
「
消
費
税
増
税
中
止

を
求
め
る
県
民
集
会
」
を
開
催
。
会
場
の
青
い
森
公
園
に
120
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
安
倍
内
閣
が
増
税
実
施
を
公
式
表
明

す
る
10
月
１
日
を
前
に
し
た
全
国
一
連
の
抗
議
行
動
。

　

国
民
多
数

が
反
対
す
る

中
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
参
加
を

強
行
し
た
安

倍
内
閣
。
７

月
の
マ
レ
ー

シ
ア
、
８
月

の
ブ
ル
ネ

イ
の
会
議

で
、
秘
密
保

持
契
約
を
盾

街
と
商
店
街
を
デ
モ

行
進
。「
消
費
税
増

税
を
中
止
せ
よ
」「
社

会
保
障
を
守
れ
」
な

ど
、
拳
を
振
り
あ
げ

な
が
ら
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
。
市
民
に
大

き
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

　

全
国
各
地
で
行
動

が
実
施
さ
れ
、
27
日

に
は
東
京
で
国
民
集

増
税
実
施
は
論
外
。
国
民
の
懐

を
温
め
て
、
個
人
消
費
を
高
め

る
こ
と
こ
そ
不
況
克
服
の
確
か

な
道
。
必
ず
中
止
さ
せ
よ
う
と

訴
え
ま
し
た
。

　

集
会
決
議
を
採
択
後
、
官
庁

会
も
計
画
さ
れ
て
い
る
国
民
の

大
き
な
関
心
事
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
日
は
テ
レ
ビ
・
新
聞

な
ど
多
数
の
報
道
各
社
が
取
材

に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

え
る
影
響
の
独
自
試
算
を
要
請

し
ま
し
た
。

　

県
の
態
度
は
「
政
府
要
請
は

既
に
６
月
に
済
ま
せ
て
い
る
。

交
渉
中
の
段
階
で
は
、
独
自
試

算
は
困
難
。
今
後
の
予
定
は
な

い
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
交

渉
中
だ
か
ら
こ
そ
、
政
府
に
物

を
言
う
べ
き
で
あ
り
、
試
算
出

来
な
い
根
拠
も
あ
り
ま
せ
ん
。

例
外
な
き
関
税
撤
廃
が
秘
密
裏

に
決
ま
れ
ば
、
農
畜
産
業
始
め
、

県
民
生
活
へ
の
打
撃
は
図
り
知

れ
ま
せ
ん
。

　

青
森
県
以
外
の
、
東
北
５
県

は
独
自
試
算
を
県
民
に
示
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
三
村
県
知
事

の
不
誠
実
さ
は
、
際
立
っ
て
い

る
と
言
え
ま
す
。

【
お
知
ら
せ
】

■
10
・
13
原
発
・
核
燃
な
く
せ

青
森
集
会
（
Ｎ
Ｏ　

Ｎ
Ｕ
Ｋ
Ｅ

Ｓ　

Ｄ
Ａ
Ｙ
）
＝
10
月
13
日
13

時
〜
、
青
森
駅
前
公
園

■
年
金
一
揆
＝
10
月
17
日
12
時

15
分
〜
、
青
い
森
公
園

■
青
森
生
存
権
裁
判
第
２
回
控

訴
審
＝
10
月
18
日
13
時
30
分

〜
、
仙
台
高
裁

■
県
労
連
組
織
拡
大
交
流
集
会

＝
10
月
19
日
13
時
〜
17
時
、
県

教
育
会
館
２
階

■
原
発
反
対
福
島
集
会
＝
11
月

２
日
13
時
〜
、
福
島
市
荒
川
運

動
公
園
（
バ
ス
を
利
用
）

青い森公園に120名参加

要請書をわたす今代表（右）

時給を1000円
以上に上げろ

なくそう
貧困
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第275回
クロスワード
パズル

みんなで「寄せ書き」づくり

▶
沿
道
両
側
に
並
び
抗
議

●
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
に
回
答
。氏
名
、住
所
、

組
合
名
を
書
い
て
送
っ
て
下

さ
い
。余
白
に
職
場
の
様
子

や
最
近
の
出
来
事
な
ど
を
ぜ

ひ
お
寄
せ
下
さ
い
。正
解
者

の
中
か
ら
抽
選
で
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
11
月
15
日
●
発
表

＝
12
月
号
●
宛
先
＝
表
面
題

字
下
に
表
記
。Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ

ー
ル
は
欄
外
に
表
記
。「
第

275
回
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
」係
ま
で
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
ウ
ナ
ギ
の
定
番
料
理

④
香
り
は
マ
ツ
タ
ケ
、味
は
？

⑦
旧
国
名
の
一
つ
。現
在
の
山

梨
県
に
あ
た
り
ま
す

⑧
料
理
。‥
ス
ク
ー
ル

⑩
家
が
密
集
し
て
い
ま
す

⑫
善
光
寺
参
り
を
す
る
動
物

⑬
占
い
師
と
も
い
い
ま
す

⑮
家
の
中
で
使
う
道
具

⑯
贈
り
物
に
付
け
ま
す

⑰
番
付
で
幕
内
よ
り
下
の
力
士

⑲
海
の
豚
は
イ
ル
カ
、河
の
豚

は
？

⑳
料
理
人

㉒
英
語
で
は
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｆ

㉕
弱
‥
。泣
き
‥

㉖
相
撲
取
り

㉗
山
に
あ
る
林

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
一
本
足
で
立
っ
て
い
ま
す

②
や
ら
れ
た
ら
や
り
返
す
、

‥
の
半
沢
直
樹

③
人
形
に
も
す
る
秋
の
花

④
絵
や
句
を
書
く
厚
紙

⑤
う
ど
ん
や
そ
ば
は
‥
類

⑥
右
に
左
に
‥
行
進

⑨
言
語
が
違
う
人
の
間
に
入

っ
て
意
味
を
伝
え
ま
す

⑪
反
対
語
は
「
や
ぼ
」

⑭
海
に
囲
ま
れ
た
国

⑮
漢
字
で
は
「
蝸
牛
」

⑯
木
を
切
る
道
具

⑱
力
士
が
踏
み
ま
す

⑲
ポ
ン
チ
絵
は
‥
画
で
す

㉑
‥
惨
憺
（
さ
ん
た
ん
）の

作
品

㉓
寒
い
と
き
に
降
り
ま
す

㉔
素
人
が
や
る
‥
野
球

第
273
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》エ
ン
テ
ン
カ

《
当
選
者
》16
通
の
応
募
で

全
員
正
解
で
し
た
。当
選
者

は
次
の
方
々
で
す
。お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。飯
田
俊

成
（
岩
手
農
林
支
部
青
森
分

会
）、原
幸
子
（
年
金
者
組

合
）、伊
勢
谷
渚
（
私
教
連
）、

宇
部
好
子
（
県
教
組
）

　
若
い
頃
�
神
奈
川
県
に

住
ん
で
暑
い
と
思
っ
た
が
、青

森
も
変
わ
ら
な
い
。（
木
田
ゆ
り

子
・
年
金
者
組
合
）

　
春
に
種
ま
き
を
し
た

ア
サ
ガ
オ
と
ヒ
マ
ワ
リ
が
満
開

で
す
。（
宇
部
好
子
・
県
教
組
）

　
中
体
連
と
文
化
祭
で

大
忙
し
で
す
。（
木
村
裕
子
・
県

教
組
）

　
県
労
連
定
期
大
会
�

お
疲
れ
様
で
し
た
。と
て
も
充

実
し
た
内
容
で
し
た
。（
長
内

一
・
建
交
労
）

　
朝
晩
�
だ
い
ぶ

涼
し
く
な
り
ま
し
た
。月
日
の

早
さ
を
感
じ
ま
す
。（
漆
戸
香
奈

子
・
高
教
組
）

　
今
年
こ
そ
は
�

残
暑
が
ゆ
る
ー
く
な
っ
て
欲
し

い
。（
私
教
連
）

　
先
日
�
銀
山
温
泉
と

最
上
川
舟
下
り
の
旅
に
参
加
し

ま
し
た
。（
長
内
幸
子
・
建
交
労

家
族
）

　
今
年
は
残
暑
が

特
に
厳
し
い
。（
今
晴
美
・
ひ
だ

ま
り
ユ
ニ
オ
ン
）

　
長
い
間
�

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。（
成
田

保
・
年
金
者
組
合
）

　
エ
ン
テ
ン
カ
の
も
と

平
和
集
会
に
参
加
し
た
方
々
、

ご
苦
労
様
で
し
た
。（
村
田
洋

子
・
年
金
者
組
合
）

　
釣
り
に
行
き
た
い
け
ど

エ
ン
テ
ン
カ
で
、は
ぐ
ら
ん
に

な
り
そ
う
で
す
。（
工
藤
順
勝
・

私
教
連
）

　
暑
く
て
�
毎
日
の
病
院
通
い

が
大
変
で
す
。（
飯
田
俊
成
・
岩

手
農
林
支
部
青
森
分
会
）

　

９
月
21
日

〜
22
日
、
弘

前
市
の
ア
ソ

ベ
の
森
・
い

わ
き
荘
『
ビ

ュ
ー
ロ
ッ
ジ

四
季
彩
』
で

「
青
森
青
年

集
会
in
ひ
ろ

さ
き
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

主
催
は
県

労
連
青
年
連
絡
会
と
民
青
同
盟

県
委
員
会
。
こ
れ
は
、〝
も
う

黙
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
！
ま
と

も
な
仕
事
と
人
間
ら
し
い
生
活

を
〞
を
テ
ー
マ
に
、
10
月
20
日

開
催
予
定
の
「
全
国
青
年
大
集

会
２
０
１
３
」
の
プ
レ
企
画
と

い
う
位
置
づ
け
で
す
。

青
県
委
員
会
が
「
働
く
こ
と
、

闘
う
こ
と
、
生
き
る
こ
と
」
と

題
し
、
県
学
習
協
桧
山
事
務
局

長
を
講
師
に
「
学
習
交
流
集

会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

で
実
施
。
今
年
も
６
月
１
日
に

行
い
ま
し
た
。
戦
車
や
装
甲
車
、

迫
撃
砲
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
も
設

置
。
近
年
、
全
国
各
地
で
も
目

立
ち
始
め
ま
し
た
。
危
険
な
動

き
に
要
注
意
で
す
。

し
た
。

　

行
事
開
始
は
、13
時
。先
の

３
合
唱
団
合
同（
県
歌
声
協
議

会
）に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
で
幕
開

け
。
憲
法
ネ
ッ
ト
あ
お
も
り

の
奥
村
代
表
委
員（
県
労
連
議

長
）に
よ
る
開
会
挨
拶
と「
憲
法

を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い
て
」と

　

９
月
７
日
（
土
）、
県
労
連
な
ど
19
団
体
で
構
成
す
る
実
行
委

員
会
主
催
の
「
第
４
回
平
和
を
考
え
る
県
民
の
つ
ど
い
」
が
、
リ

ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森
（
旧
・
青
森
市
文
化
会
館
）
５

階
大
会
議
室
に
150
名
が
参
加
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
時
30
分
開
場
。ロ
ビ
ー
は

８
団
体
か
ら
の
展
示
物
で
一
杯

で
し
た
。会
場
で
は
青
森
セ
ン

タ
ー
合
唱
団
、弘
前
の
う
た
ご

え
、八
戸
う
み
ね
こ
合
唱
団
の

順
に
、歌
声
広
場
で
賑
わ
い
ま

題
し
た
講
演
へ
と
続
き
ま
し
た
。

　

後
半
は
、日
本
国
憲
法
作
成

に
携
わ
っ
た
ベ
ア
テ
・
シ
ロ

タ
・
ゴ
ー
ド
ン
さ
ん
の
半
生
と

日
本
女
性
の
戦
後
の
歩
み
を
描

い
た
映
画
『
ベ
ア
テ
の
贈
り

物
』の
上
映
。参
加
者
は
熱
心
に

画
面
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

　

安
倍
内
閣
は
「
海
外
で
戦
争

の
出
来
る
国
づ
く
り
」を
目
指

す
改
憲
戦
略
を
本
格
始
動
さ
せ

て
い
ま
す
。当
面
の
課
題
は
、集

団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
。立

憲
主
義
を
骨
抜
き
に
し
、解
釈

改
憲
と
立
法
に
よ
る
「
裏
口
改

憲
」の
手
法
。秋
の
臨
時
国
会
に

は
秘
密
保
護
法
や
国
家
安
全
保

障
基
本
法
を
提
案
す
る
構
え
で

す
。歴
史
の
逆
行
を
許
さ
な
い

運
動
強
化
の
意
志
を
固
め
合
っ

た
集
会
で
し
た
。

だ
、
憲
法
を
守
れ
！
中
弘
南
黒

の
会
」
と
県
平
和
委
員
会
が
、

沿
道
両
側
に
並
び
ゼ
ッ
ケ
ン
を

身
に
つ
け
、
抗
議
行
動
を
展
開

し
ま
し
た
。
事
前
に
12
日
に
は

駐
屯
地
を
訪
れ
、
中
止
要
請
も
。

　

市
中
パ
レ
ー
ド
は
、
陸
自
第

９
師
団
（
司
令
部
・
青
森
市
）

も
昨
年
、
43
年
ぶ
り
に
青
森
市

　

陸
自
弘
前

駐
屯
地
は
毎

年
、
創
立
記

念
行
事
と
し

て
、
弘
前
市

繁
華
街
で
完

全
装
備
の
軍

事
パ
レ
ー
ド

を
続
け
て
い

ま
す
。
今
年

は
９
月
22
日
。

「
戦
争
い
や

第
４
回
平
和
を
考
え
る
県
民
の
つ
ど
い

歴
史
の
逆
行
を
許
さ
な
い

　

悪
天
候
で
少
な
い
参
加

者
数
だ
っ
た
た
め
、
野
外

レ
ク
は
充
分
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
み
ん
な
で
中

央
集
会
用
の
寄
せ
書
き
・

横
断
幕
・
グ
ッ
ズ
作
成
に

奮
闘
。
夜
は
Ｂ
Ｂ
Ｑ
、
手

作
り
ラ
ー
メ
ン
で
大
い
に

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

プ
レ
企
画
は
他
に
、
民

県歌声協議会のコーラスで開幕

ロビーの展示コーナー（ほんの一部です）

陸自弘前駐屯地の
市内パレードに抗議

全国集会のプレ企画として
青年集会inひろさき


